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物  質  名 2,4-ジクロロフェノール ＤＢ－22 
別  名 ジクロロフェノール、DCP 構 造 式 

 

CAS番号 120-83-2 
PRTR番号 － 

化審法番号 3-903, 3-930 

分子式 C6H4Cl2O 分子量 163.00 
沸点 210℃ 1) 融点 45℃ 1)  
蒸気圧 9×10-2 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 6.67 mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 3.06（実測値）3) 水溶性 4.5×103 mg /L（20℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 580 mg/kg 5)  
 マウス 経口 LD50 1,276 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 47 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 380 mg/kg 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.25、0.5、1、2、4％の濃度で 13週間混餌投与した結果、1％以上の群の雌及び
2％以上の群の雄で骨髄萎縮、赤血球数及び骨髄球数の減少、2％以上の群の雌雄で体重増加
の抑制、4％群の雌雄で円背位姿勢、被毛の粗剛化がみられた 6) 。この結果から、NOAELを
0.5%（250 mg/kg/day相当）とする。 

・ラットの雄に 0、0.5、1％、雌に 0、0.25、0.5％の濃度で 2年間混餌投与（雄で 0、210、440 mg/kg/day、
雌で 0、120、250 mg/kg/day）した結果、雄の 1％群及び雌の 0.5％では、ほぼ試験期間を通し
て、対照群よりも数％～10％程度、体重が軽かった。雄の 0.5％以上の群の鼻腔で多発性の呼
吸上皮の変性（嚢胞の形成、杯細胞数の増加など）が用量に依存して増加した 6)。 

・雄マウスに 0、0.02、0.05、0.1、0.2％の濃度で 6ヵ月間（0.2％群のみ 5ヵ月間）混餌投与し
た結果、0.2％群で肝臓相対重量の有意な減少を認め、肝臓で肝細胞の腫脹、肝細胞の大小不
同、間質小円形細胞浸潤等、副腎で皮質のひ薄化がみられた 7)。この結果から、NOAELを 0.1
％（100 mg/kg/day）とする。 

・マウスに 0、0.5、1％の濃度で 2年間混餌投与（雄で 0、800、1,300 mg/kg/day、雌で 0、430、
820 mg/kg/day）した結果、0.5％以上の群の雌及び 1％群の雄で体重増加の抑制がみられ、1
％群の雌では試験終了時に対照群よりも 20％程度体重が軽かった。また、0.5％以上の群の雄
で、肝細胞のび慢性合胞変性（多核性）が用量に依存して増加した 6) 。この結果から、LOAEL
を雄で 800 mg/kg/day、雌で 430 mg/kg/dayとする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雌雄のラットに 0、0.05、0.2、0.8％の濃度で交尾前 10週から交尾、妊娠、哺育期間を通して
混餌投与（雄で 0、33.4、134、543 mg/kg/day、雌で 0、49.1、194、768 mg/kg/day）した 2世
代試験の結果、親では、0.2％群の雌（F0、F1）で交尾前または妊娠中の体重増加の抑制、0.8
％群の雌（F0、F1）及び雄（F1）でほぼ試験期間を通した体重増加の抑制、0.8％群の雌雄（F0、

F1）で下腹部/外性器部の汚れの頻度の増加に有意差を認めた。F0世代の雌雄の生殖能力に異

常はみられなかったが、F1世代では 0.8％群の雌で着床数の減少、雄で包皮分離日齢の遅延、
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精巣相対重量の増加に有意差を認めた。仔では、0.2％群（F1）及び 0.8％群（F1、F2）の雌で

離乳時の子宮重量の増加、0.8％群の雌雄（F1、F2）で哺育期の体重増加の抑制、眼瞼開裂の

明らかな遅れを認めた 8) 。この結果から、母ラットの NOAELを 0.05％（49.1 mg/kg/day）、
父ラットの NOAELを 0.2％（134 mg/kg/day）、仔の NOAELを 0.2％（雄で 134 mg/kg/day、
雌で 194 mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、200、375、750 mg/kg/dayを妊娠 6日から 15日まで強制経口投与した結果、母親
では 200 mg/kg/day以上の群で体重増加の抑制、尿生殖器周辺の被毛の着色、375 mg/kg/day
以上の群で眼、鼻、口の周辺の乾燥した赤い物質の付着、腹部の脱毛、ラ音、750 mg/kg/day
群で 4/34 匹の死亡がみられた。胎仔では投与に関連した奇形はなかったが、750 mg/kg/day
群で低体重がみられ、胸骨分節、椎弓の骨化遅延の発生率の有意な増加を認めた 9) 。この結

果から、母ラットの LOAELを 200 mg/kg/day、胎仔の NOAELを 375 mg/kg/dayとする。 
・雌ラットに 0、3、30、300 mg/Lの濃度で離乳時から無処置の雄との交尾を経て分娩まで飲水
投与した結果、300 mg/L群で同腹仔数の有意な減少を認めた。また、雌ラットに同様の濃度
を離乳時から無処置の雄との交尾、分娩を経て哺育期間まで飲水投与し、出生仔を離乳後、

母親と同様に 12～15週間飲水投与して免疫への影響を調査した結果、出生仔の 30 mg/L以上
の群でウシ血清アルブミンに対する遅延型過敏症反応の抑制、300 mg/L群で脾臓、肝臓重量
の増加、抗 KLH抗体レベルの上昇に有意差を認めた 10, 11) 。この結果から、NOAELを 3 mg/L
（0.3 mg/kg/day）とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は眼、皮膚、気道に対して腐食性を示し、経口摂取でも腐食性を示す。高濃度でばく

露すると、死に至ることがあり、融解または液化したものに少量でもばく露すると、皮膚の

広範囲から吸収され、直ちに死に至ることがある。眼に入ると、発赤、痛み、重度の熱傷、

皮膚に付くと発赤、痛み、水疱、経口摂取すると灼熱感、腹痛、振戦、脱力感、痙攣、息苦

しさ、ショックまたは虚脱、吸入すると灼熱感、咽頭痛、咳、息切れを生じる 12) 。 
・本物質の臭気閾値は 40 µg/L、味覚閾値は 0.3 µg/Lと報告されている 13) 。 
・少量の本物質が皮膚に付いた労働者が急死したとの情報が 1998年に U.S.EPAから出され、そ
の後、U.S.EPA、OSHYA、NIOSHが共同で追加調査を行った結果、1980～1992年に本物質へ
のばく露後に労働者が急死した事例が 4 件あったことが分かった。これらの事例は、本物質
の加熱された液体が皮膚に付いた後、急死したというものであった 14)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：2B（ポリクロロフェノール類及びその Na塩類として）15) 
実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない 

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ラットの生殖・発生毒性試験から得られたNOAEL 0.3 mg/kg/day（出
生仔の遅延型過敏症反応の抑制）を採用し、暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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